令和４年度　高齢利用者支援委員会の活動について（報告）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　美紀
　高齢利用者支援委員会は、福岡市手をつなぐ育成会の施設、事業所の中で生活介護事業のある、福岡ひまわりの里・ひまわり園・ひまわりパーク上牟田・早良ひまわりハウスから職員代表のメンバーで構成され、平成２８年度から活動を行っています。
　前年度までは、各施設・事業所での事例検討を中心に情報交換・情報共有の実施、専門機関出版の情報誌等による勉強会、研修を行ってきましたが、今年度は、誰しも必ず訪れる高齢化の問題と知的障がい者が抱える高齢化の課題について再度勉強会を実施し、今抱えている各事業所の課題と今後取り組んでいく必要がある高齢化問題について整理を行いました。
　勉強会では、以前から上がっている高齢利用者の活動状況の変化や生活場面での変化について、嚥下・咀嚼機能の低下による誤嚥性肺炎の防止の取り組み方、認知機能・意欲低下等の精神面での支援内容、視力低下や歩行等の身体面での支援内容や職員間の情報共有の大切さ、実際に行っている支援方法の事例等を課題に上げ、資料を基に研修を行い、各事業者での現状と課題について意見交換を実施しました。また、委員会で意見交換を行った内容は各事業所にて職員に伝達し、共通課題として今後も検討していきます。また、各事業所で「福岡市手をつなぐ育成会施設における利用者の高齢化に対する対応状況 」について記入することで、現状の課題の整理を行いました。
　高齢利用者の支援には、精神面と身体面の変化への早期発見・適切な支援が重要になってきます。施設整備等だけでなく専門的な支援技術を習得し、利用者にとってどのような支援がより効果的か、今後もよりよい支援に向けて取組んでいきます。

勉強会の資料の内容
・高齢知的障がい者への支援について
・知的障害者の加齢変化の特徴と支援課題についての検討
・障がい者支援の基礎「高齢化について」
・８０５０問題について
